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■第６回三郷市景観賞について 

１．選考の経緯について 

（１）景観賞（届出部門）実施の目的 

本市域内において特に良好な景観形成の実現に寄与した活動若しくは者、又は建築物、

工作物その他の地物の発見に貢献した者を表彰し、その表彰作品を市内の主要な公共施

設に展示することにより良好な景観形成に対する市民及び事業者の意識高揚を図り、本

市の美しい景観づくりに資することを目的としています。 

 

（２）細目の設定と表彰 

  景観賞実施要領に定めた４種類の部門のうち、届出部門について更に細目を設け、 

それぞれ表彰を行います。 
 

① 活動部門 良好な景観の保全又は創出に係る『活動内容』を表彰

します。 
令和４年度 

実施済み 

② 建物・緑

部門 

良好な景観を創出する『建築物、工作物等』を表彰し

ます。 

③ 景色部門 公共の場所から見られる良好な景観の『遠くを見渡した景

色』を表彰します。 

④ 届出部門 景観計画の届出行為の中から、特に良好な景観を創

出する『建築物、工作物等』を表彰します。 

令和６年度実

施 

届出部門細目 

 住宅の部 一戸建ての住宅、長屋・共同住宅

等の建築物を対象とします。 

※分譲住宅については一団の土

地で評価するものとします。 

商業施設の部 店舗、事務所等の建築物を対象

とします。 

工業施設の部 工場、倉庫等の建築物を対象と

します。 

その他の部 上記に該当しない建築物及び、 

工作物を対象とします。 

（３）表彰の対象者 

平成 30 年度から令和４年度の間に届出された、三郷市景観計画完了届出書（以下、

「完了届出書」という。）のうち、三郷市景観計画完了確認書（以下、「完了確認書」と

いう。）を交付した行為の中から、良好な景観を創出している建築物、工作物等の建築主、

設計者、施工者等を表彰の対象者とします。 

 

 



 
 

   

（４）表彰作品の決定方法 

表彰作品の選考は事務局にて二次選考まで行い、候補作品を絞り込み、三郷市景観賞

選考委員会において対象作品の内容を審査して選考を行い、表彰作品を決定します。ま

た、三郷市景観賞選考委員会の委員は、三郷市景観審議会の委員が兼務します。 

 

表彰作品決定までの流れ 

事務局 ① 対象抽出 平成３０年度から令和４年度内に完了確認書を交付した完了届

出書の全件を対象として抽出する。 

②一次選考 完了届出書に添付されている写真をもとに、複数の職員で以下の

条件により書面選考を行う。 

１．写真から特に良好な景観を創出していると判断できるもの 

２．写真からでは特に良好な景観を創出しているとまでは判断 

できないが、時間経過により、より良い景観となっている可

能性のあるもの（個人住宅で外構未定のもの等） 

③二次選考 一次選考を通過した作品を対象に事務局にて現地調査を行ない、

以下の視点で選考を行う。 

１．適正な維持管理がなされているか 

２．無許可の広告物や占有物などの違法なものが出来ていないか 

３．過去の景観賞で表彰対象となっていないか 

景観賞

選考委

員会 

④三次選考 二次選考を通過した作品の書面選考を行い、表彰対象の決定に向

けた議論を行う。また、現地視察を実施する対象作品を決定する。 

⑤現場視察 三次選考で選定した作品の現地を廻り、評価を行う。 

⑥最終選考 現地調査で行った評価を基に各細目毎の賞を決定する。 

 

（５）景観賞選考の結果 

平成３０年度から令和４年度内に完了届出がなされた８７２物件について、一次選考

から最終選考までの選考を行った結果、住宅の部５件、商業施設の部２件、工業施設の部

１件、その他の部４件の計１２件が選出されました。 

また、賞の区分を最優秀景観賞、優秀景観賞及び景観賞に細分化することとし、計１２

件のうち最優秀景観賞を１件、優秀景観賞を５件、景観賞を６件選出することに決定し

ております。 

 

細目 
選考結果 

1 次 2 次 3 次 最終 

住宅の部 

(一戸建て住宅、共同住宅等) 
26 24 5 ５ 

商業施設の部 

(店舗、事務所等) 
5 4 3 ２ 

工業施設の部 

(工場、倉庫等) 
5 4 2 １ 

その他の部 9 7 4 ４ 

全体 45 39 14 12 



 
 

   

 

２．景観賞表彰式について 

 令和６年１０月２６日に市役所７階の大会議室にて第６回三郷市景観賞表彰式を執り行

いました。表彰式には、三郷市景観賞選考委員、表彰対象者１９名及び表彰対象者の関係

者が出席しました。表彰対象者に対し、三郷市長から賞状を贈りました。 
 

 

表彰式の様子 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

   

 

３．景観啓発パネル展について 

 

 展示期間 展示概要 

① 令和 6 年１２月２６日（木）

～令和 7 年 １月 6 日（月） 

【場 所】ららほっとみさと(ららぽーと新三郷内) 

【パネル】景観賞表彰物件写真パネル、三郷市航空写真等を展示。 

② 令和７年 １月 ８日（水） 

～令和７年 １月２２日（水） 

【場 所】ピアラシティ交流センター１階 

【パネル】景観賞表彰物件写真パネル、三郷市航空写真等を展示。 

③ 令和７年 １月２４日（金） 

～令和７年 ２月 ５日（水） 

【場 所】鷹野文化センター１階 展示コーナー 

【パネル】景観賞表彰物件写真パネル、三郷市航空写真等を展示。 

④ 令和７年 ２月 ７日（金）  

～令和７年 ２月１９日（水） 

【場 所】高州地区文化センター１階 ホール 

【パネル】景観賞表彰物件写真パネル、三郷市航空写真等を展示。 

⑤ 令和７年 ３月１１日（火）  

～令和７年 ３月３０日（日） 

【場 所】三郷市役所１階 市民ギャラリー 

【パネル】景観賞表彰物件写真パネル、三郷市航空写真等を展示。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

② ピアラシティ交流センター 

③ 鷹野文化センター 

⑤三郷市役所 市民ギャラリー 

① ららほっとみさと 

④ 高州地区文化センター 



 
 

   

参考．景観啓発パネルについて 

  



 
 

   

  

  



 
 

   

■屋外広告物に関する取組について 

三郷市屋外広告物安全管理マニュアル【公共版】について 

（１）目的 

近年、老朽化等による屋外広告物の落下等の事故が発生しており、全国的に屋外広告

物の安全性の確保が問題となっています。屋外広告物の安全対策を推進するためには、

所有者等による適切な点検が必要不可欠であり、地方公共団体による安全性の確認・指

導が重要となります。 

公共施設における屋外広告物の管理については、施設管理者の自主的な判断にゆだね 

られているとともに、 点検方法は主に目視によるものであり、安全管理に関する基準は

ありませんでした。 

このような現状をふまえ、屋外広告物の安全対策を推進するため、市がその管理する

屋外広告物の安全管理に率先して取り組むものとし、 その安全管理の際の参考資料とし

て活用できるよう、公共施設における屋外広告物の安全点検について、基本的な考え方

を示すことを目的に策定しました。 

 

（２）これまでの経緯 

・平成 29 年 7 月 国が屋外広告物の安全点検に関する指針（案）をとりまとめ発表 

・平成 31 年 3 月 三郷市屋外広告物管理マニュアル【公共版】を策定 

・令和２年３月 庁内照会により、屋外広告物に関する調査を実施 

把握した屋外広告物のうち、点検希望のあった屋外広告物を対象に、 

順次業務委託による点検を実施 

・令和３年７月 埼玉県屋外広告物条例が改正 

点検義務の明確化、高さ４ｍ超の許可物件について、有資格者による点検義務化 

・令和４月４月 三郷市屋外広告物条例 施行 

・令和４年５月 三郷市屋外広告物管理マニュアル【公共版】の改訂 

 

（３）改定後の取組 

・令和４年７月 三郷市内１０１個所点検  

 

（都市デザイン課が所有する屋外広告物の点検） 

・令和５年２月 三郷市内３駅バス等の掲示板の点検 

・令和５年７月 三郷中央駅バス停案内看板３個所の修繕 

・令和５年１１月 三郷インターA 地区内自転車サイン１２個所点検 

・令和７年７月（現在点検実施中） 

三郷市内３駅バス停案内看板等 

及び 三郷インターA 地区内自転車サイン４９個所点検 

  



 
 

   

〇点検により修繕した物件例 

市役所西側青少年ホーム 独立広告物 

 

〈当初の広告物（点検前） 〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈点検実施時〉 

点検の結果、点検実施者（有資格者）より 

劣化が激しいため撤去することを勧める報告 

があった。 

●異常部 

・基礎部 

・支持部 

・取付部 

・広告板 等 

錆や劣化によりぐらつきや腐食がある状況。 

 

 

〈修繕後の広告物〉 

修繕後の広告物は右記、写真のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〈当初の広告物（点検前） 〉 

〈点検実施時〉 

〈修繕後の広告物〉 



 
 

   

 

報告第２号 

 景観計画に基づく届出の状況について 

  



 
 

   

報告事項 景観計画に基づく届出の状況について 

１．届出件数 

 （令和７年３月３１日現在） 

   

 

 

 

２．景観アドバイザーによる審査について 

審査依頼件数とその内容 

令和６年度分  

審査依頼件数   ※審査依頼日ベース 

 

主な審査内容と結果 

 用途・規模・場所 アドバイザーの主な助言 協議者の対応 

① 用  途：小学校 

（外観の変更） 

高  さ：15.5ｍ 

建築面積：1,317.961 ㎡ 

場  所：まちなみ景観ゾーン 

 

＜外壁について＞ 

協議者より提示された、N９（白系）を

メインに B 系（寒色系）の色彩をアク

セントとする A 案。YR 系（暖色系）

の色彩を使用している B 案に対し、ど

ちらの案が良いか助言を求めた。 

B 案が望ましいと回答をいただき、当

初計画されていた「2.5Y4/1」の色彩

をバルコニーとの対比や維持管理の観

点から「10YR5/1」とするよう助言。 

アドバイザーの助言を採用。 

B 案及び助言のあった 

「10YR5/1」の色彩を採用。 

暖かみのある外壁計画となった。 

 

他にも、門扉の色彩についても、

アドバイザーの意見を踏まえ、建

築物本体と調和する色彩を採用。 

② 用  途：工場（付属事務所） 

高  さ：12.957ｍ 

     （7.80ｍ） 

建築面積：2610.26 ㎡ 

     （600.48 ㎡） 

場  所：まちなみ景観ゾーン 

〈外壁について〉 

明度の高いグレー系としていた計画に

ついて、より先進性のあるデザインと

なるよう、建物の角部の色彩を変更す

るよう助言。 

アドバイザーの助言を一部採

用。 

階段室やシャッター部分の色彩を

暖色系とすることを検討するとの

回答。 

件数 令和６年度 根拠法令 

事前協議 ２８２件 市条例第１４条 

法定届出 ３６４件 法第１６条第 1 項 

完了届出 ２３５件 市条例第２１条 

景観アドバイザー依頼 ８件 市条例第１６条 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

件数 ０ ０ １ ２ ０ ０ ２ １ ０ １ １ 0  ８ 


